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学校法人大山学園 
 幼稚園型認定こども園 大山幼稚園 

1. 園の教育目標  

 

 

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した 

学校評価の具体的な目標や計画  

 

 

 

３．評価項目の達成及び取組状況  

評価項目 結 果 理 由 

(１) 教育課程 B 

毎月のカリキュラムは園児の実態に合わせて作成し、効果的に実施

できた。今年度は多学年との連携もより意識することができた。一

方で、年齢（月齢）に応じた保育の提供については、引き続き改善

が必要であると感じている。 

(２) 教育環境 B 

概ね環境づくりはできているが、園児や季節の変化に応じて環境を

柔軟に整えていくことが課題である。特に暑さ対策や防虫対策に

は、さらなる工夫が求められる。また、今年度のケガの分析を踏ま

え、安全配慮への意識を一層高める必要がある。安全面に配慮しつ

つ、第 2 グラウンドの活用を積極的に促していきたい。 

(３) 健康づくり A 

広い園庭で元気に走り回る園児の姿が多く見られた。職員が園児と

共に遊ぶことで、遊びの幅が広がり、運動量の増加にも繋がってい

る。また、熱やケガへの早期対応も適切に行うことができた。食育

についても、年齢に応じた指導を実施できている。 

(４) 感情表現と 

コミュニケーションの育成 
B 

職員が共感を基にしたコミュニケーションや指導を行うことで、

言葉数が少なかった子どもの会話量が増え、それに伴い子ども同

士の関わりも活発になった。行事では集団での目標に向かう過程

で、協力を通じてコミュニケーション能力の育成が効果的に図ら

れている。また、子ども同士のケンカなどには、保育士が適切な

バランスで介入することを心がけている。 

(５) 園活動の発信 B 

園のホームページをリニューアルしたことで、発信量が増加した。

普段の関わりの中で、担任がエピソードを添えて保護者に園の情報

を届けることができれば、さらに効果的であったと感じる。また、

未就園児の家庭に向けた情報発信については、より工夫が求められ

る。 

〇元気で丈夫な体をつくる 

〇意欲をもってさいごまでがんばる力を育てる 

〇友だちと仲良く遊び、思いやりの心を育てる 

〇自分で考え自ら表現する喜びを知る 

・感情表現とコミュニケーションの育成 

・園活動のさらなる発信 

・教育・保育（人的・物的）環境のさらなる充実を図る 



(６) 保護者連携 B 

保護者と子育てにおける共通の目標やニーズを共有することがで

きたが、さらにプロセスを聴く機会を増やせればよかったと感じ

る。一方で、バス登園を利用する保護者とのコミュニケーションが

十分に取れていない点が課題である。また、ケガやトラブル時の連

絡方法や、行事・日常の保育に関して保護者からアンケートを取り、

質の向上に努めることも検討したい。 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果  

結 果 理 由 

B 

今年度は、感情表現やコミュニケーションの育成を重視し、職員が園児に寄り添

う中で、会話量や子ども同士の関わりが増加するなどの成果が見られた。また、

園のホームページリニューアルを機に発信量を増やし、情報共有を進めた。一方

で、バス登園の保護者とのコミュニケーション不足や未就園児家庭への情報発信

が課題として挙がった。教育・保育環境では、安全配慮や防虫対策などの改善点

を整理し、さらなる充実を目指して取り組む必要がある。 

◎「３．４．」の評価結果の表示方法 

A 十分達成されている 

B 達成されている 

C 取り組まれているが、成果が十分でない 

D 取組が不十分である 

５．今後取り組むべき課題  

課 題 具体的な取り組み方法 

保護者連携 
園児の様子を家庭（保護者）に伝える機会を増やし、双方向のコミュニケーションを

強化する。 

環境整備 夏の暑さ対策や防虫対策を改善し、より快適で安全な保育環境を整える。 

園の強みの明確化 未就園児やその家庭に向けて、園の特色を効果的に発信し、魅力を伝える。 

 

６．施設評価委員会からの意見 

・園情報の発信については、日々の生活の様子をもっとアップしてほしい。 

・子どもの気持ちをやわらかく受け止める姿勢が評価できる。 

・カブトムシハウスは子どもが喜ぶ姿が浮かぶ。自然豊かな園で環境がよい。 

・夏の体調管理のマネジメント（日陰を利用する等）がよく考えられていた。 

・保育士と子どもの信頼関係や言われて嬉しかったことなどは大人になっても覚えているので是非大切

にして欲しい。 

・地域の住人として園の前の自動車や自転車の通行は最徐行をお願いしたい。 

・教育課程など考えられていて子どもが成長する園だと分かった。 

・バス登園の保護者とのコミュニケーションを増やせたらよいと思った。 

 


